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第3回ECA亙E石油資源開発

シンポジウムについて

昭和40年11月10目(水)から同20目(土)までの11目関

東京高輪プリンスホテルを会場としてECAFEの第3

回アジア極東石油資源開発シンポジウムが開催された.

ここにその会議の様子経過衣どのあらましをとりあ

えず報告する.

I会議開催までの様子

この石油シンポジウムは1958年12月･インドのニュ

ｰデリrで最初に開かれECAFE地域の石油資源開発

に関する問題が取り上げられた.次いで｢第2回｣カミ

1962年9月イランのテヘランで開催されてV･る.

第1回および第2回シンポジウムとも世界的関心をよび

これらの報告をうけた経済社会理事会および国連総会は

ともにECAFE地域の石油資源開発促進を目的とする

多くの決議を採択している.｢第3回｣を日本で開催

する計画は第2回シンポジウムにおける日本政府の｢東

京における開催の可能性を考慮しつつある｣との言明に

基づきその後ECAFE事務局と日本政府(外務省)と

の間で数次の折衝を重ねた結果今回東京で開催される

ことカミ決定した.そこでわが国は早速｢アジア極東

石油資源開発シンポジウム国内準備委員会｣なるものを

設け外務省通商産業省および関連業界その他の協力

体制のもとに準備作業のスタｰトを切ったのである.

一方ECAFE事務局は外務省を通じて一般的な会

議開催連絡とともに東京開催の詳細注手はずについて

井島信五郎

も打合わせの公文を送付してきておりまたC.YLi

(ECAFE産業部長代理兼天然資源開発課長)L.W.Stach

(国連事務局石油顧門)の両氏は来日して外務省･通商

産業省荏どの関係方面と接渉･細部の打ち合わせをして

いる.

国内準備委員会はさらにこれら打ち合わせの結果を

実行に移すべく実行小委員会を設け諸経費会場

巡検および論文等に関する万般の準備を進めることとし

た.会期カミ近づくにっれてこれら各小委員会の活動

は5つの大項目を議題とする討論を進め総関係者

200名余りの活動の場として必要な4つの会議場と10

幾つの準備室の確保現地討論･見学旅行の下準備と実

行計画の策定わカ酒から提出する論文の決定と印刷等

と多1亡をきわめるにいたった.さらにこれらの業務は

各国代表団の受け入れ準備作業と重なって間に合うか

どうか心配ぐらいであったカミ関係者一同の努力は難な

くこれを切り抜けて準備万端整い11月10目の開会式

を迎えることかできたのである.

■会議に参加し恕国と人人

会議に参加した国は26カ国におよび参加者は代表団

員その他役員を合わせて163名となっている.主会議

室の議長席の背後には各国の国旗が国連旗と目の丸の

旗を中央に擁してズラリ並んでいる.国旗の並び順も

座席の配置もまた後でいろいろ書類をまとめる場合の

各国の並べ方も各国名頭文字によるアルファベット順�
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になることが多かった.ここに毛おおよそその順に

したがって参加国とその国からの参加人員など出席者

数を挙げてみたい.メンバｰ国としては

①アフガニスタン2名

②オｰストラリア4名

③ビルマ4名

④セイロン2名

⑤中国(台湾)6名

⑥フランス10名

⑦インド'2名

⑧イラン10名

⑨日本39名

⑩韓国2名

⑪マレｰシア4名

⑫ネパｰル1名

⑬オランダ2名

⑭ニュｰジｰランド1名

⑮フィリピン1名

⑯タイ3名

⑫ソ連邦9名

⑬イギリス10名

⑲アメリカエ9名

その勉強い関心と関連を持つ国として

ベルギｰ1名

ドイツ3名

イ女ラエノレ2名

イニタリア1名

ルニマニア3名

ス弟エｰデン1名

オｰストリア1名それに加えて

������瑩潮���敲慴楯湯��攀

TradeUnion)1名

⑳ICC(Intemationa1ChamberofCommerce)1名

⑳工ヵフ工事務局11名

⑳国運技術援助局3名

⑳国連本部1名

⑳国連Specia1Fmd2名

⑧国連東京情報センタｰ1名

の計163名があるいは代表団員としてあるいは重要注役員

として参加した.

これら外国からの代表団員はそれぞれ各自の専門の

立場から日本における各研究分野の動向や内容にあ

るいは各産業分野の現況製品などにきわめて強い

関心を持っており人をつかまえては質問を発していた

カミそのような方面についてはもう少し準備しておい

たらもっと満昆を与えることカミできシンポジウムとは

また別の面からの貢献ができたような気がする.

とはかなり食い違ってきたが事務局側の手際のよい事

務さばきによって事なく日程を終わることカミできたのは

全く驚きであった.この点からもとくに沢田エカフ

ユ事務局員を長とし日本の各関係分野から参集して構

成された事務局団の献身的症活動には心からの敬意を

払う次第である.

11月10目から20目までの11目聞議事日程は次のよ

うに月月金金のぶっ通しで強行された.会議終了の目

にC･Y･Liが立って日程に無理があったことを指摘し

次回第4回の日程は少なくとも2週間を予定する要カミ

あると述べていたのももっともなことである.

議事日程

10日(水)全員着席開会宣言三木通産大臣挨拶

ECAFE事務局代表UNym氏挨拶参加国代表挨拶

(三村目本代表イラン前回開催国代表インド代表

ビルマ代表オｰストラリア代表ソ連代表アメリカ

代表フランス代表)があり次いで議長上閨豊と2名

の副議長イランのB.MostofiおよびビノレマのUSan

Maung両氏が選出されていよいよ本会議の活動は開

始された.

活動開始の第1歩として今回の会議において取り上

げるべき用務内容カミ確認されている.これを要約すれ

ば次のようである.

1.総会で実施すべき会議内容

①開会挨拶

②議長副議長の選出

③議題の採択

④第2回会議における提案事項について説明

⑥各国の肩油資源開発の情況報告

⑥各国の眉泊地質

⑦石油探査技術および方法

⑧石油･天然ガスの関発･生産および理採

⑨肩油1天然ガスの貯蔵･輸送および利用�
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⑩石油資源の開発生産および配送に関する経済性

⑩技術の研修訓練に関すること

⑫項油資源開発分野における国連の,援助活動について

⑬今回の会議における最終的報告書の採択

2.専門家会議内容

上記したように総会では一庵審議検討すべき議題を

決定しだがこれらの問題に関連する次の2項目につい

ては本会議と別に会議を進めることカ洛関係者に連絡

された.それらは次のようである.

た唖ごれはどこの国際会議でもおおむね同じよう芯そ

うである秘大震議疑各国大使館その他力婁それぞれ

主催して行なわれ各園代表はいずれもきわめて愉快に

各自の専門分野坤各国のお国ぶりなど話題に花を咲かせ

国際的恋友好を深めることができた.

(て鵬)(凋)今日から17目までの3属間は議題内容

の⑥⑫⑧⑨⑩を3つの討論会に分けそれぞれ次のよう

な構成で議察を進めることに狂った.

①ECAFE地域内における地層の対比に関する問題

②ECAFE地域における大陸棚資源の探査に関する問題

10目の午後は前記決定内容の⑤項目について会議

は運ばれ例によってアルファベット順のオｰストラリ

アから各参加国ごとに石油資源開発情況の総括的説明

と質疑庵答が行なわれた.

(1)第1討論会(議題⑥および⑦)

座長:B.S.Negi(インド)

議題⑥石油地質関係議長:L･W･Stach(国連)

議長補佐:嶋崎吉彦(日本)

議題⑦石油探査関係議長:W.B.Me雌(国連)

議長補佐:J.Schweighauser

(マレｰシア)

(i1日)(木)第2目目は前日に引続いて各国事膚の

報告が行なわれ一方午後からは館内に設けられた別

会議場で地層対比に関する専門家会議が行なわれた.

(2)第2討論会(議題⑥開発生産関係)

座長兼議長:H.S-TayloトRoge工s(オｰストラリア)

議長補佐:FuFrancisc0(フィリピン)

(12日)(金)第3目目は前日の継続ではあったが

むしろ提出論文の総括説明を通じて各国の研究分野の

進行情況が報告され質疑応答が行なわれた.なお別

会議場では各専門家会議が行なわれていた.

このようにして会議添進められている間にも会議事

務局ではすでに終った議題のとりまとめやら各国代

表団の発する注文に応じたり会議進行の細部に対する

告示変更通知の配付などテンヤワンヤセ休憩はもち

ろん夜も星もない有様のように見うけられた.13目

14目に計画されていた新潟地区の油国･ガス田および工

場見学の詳しい旅行スケジ早一ルもこの目配付された一

(13日)(土)早朝特別仕立ての列車で上野発長岡

からはバスを連ねて石油資源開発(株)の見付油田を見学

した.同夜はホテル新潟と東映ホテルに分宿県知事

のはからいで楽しい親睦の会を持つことができた.

(14日)(日)折から降りしきる雨をついてバスを走ら

せ新潟港に碇泊中の白竜号帝国石油(株)の南阿賀油

田目本瓦斯化学工業(株)の松浜工場を見学11時30分

新潟駅をたち帰京した.

新潟においてもそうであったカミ会期申は頻繁に会

議をすませた後の時間を利用してレセプションが持たれ

(3)第3討論会(議題⑩貯蔵･輸送利用関係)

座長兼議長:Par∀isMina(イラン)

議長補佐:W.Holik(アメリカ)

(4)なお議題⑩の経済関係の討論は総会として議長

EN.Avery(オｰストラリア)議長補佐:H.I･adi

(イラン)および中原信之(日本)で行なうことに狂った.

15目にはこのようた段取りの決定に引続いて第1討論

会が行たわれている.討論はまたアルファベット順に

きわめて活発に行なわれ時折り笑い声も出てくるなど

円滑に進められたが日本の場合各国で重視するよう

な論文を提出しておりながら語学の点などでやや赤答

不足の感があったのは心残りであった.

(16日)(火)討論会日程の第2目目は第1第2

第3討論会それぞれ3つの会場に分かれて進められし

たがって専門家はそれぞれ関係の討論会に分かれて参加

している.

この目からお昼休み時間を利用して各国から持参

された映画が上映されることになった.

会議も中盤を過ぎるとはやまとめ作業が開始とな

った模様で事務局側は映画どころではなかったそうで

ある.�
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(17日)(水)会議の予定が急拠変更されて議題⑩経

済性に関する総会討論カミ行なわれることにたった.こ

と経済性となると話は政治的傾向を帯びることもあり

なかなか面白v･討論が進められた.技術交流と銘を打

つでもこのような会議では所詮国際政晴を無視できる

ものではなv･ことカミわかった.

(18目)(木)18目午前には16目の継続で3つの討論会

が行なわれ午後は工場見学カミ行泣われた.工場見学

の第1班は横浜の日本石油(株)の製油関係および川崎の

石油化学工場第2班は川崎製鉄(株)および日本鋼管

(株)であった.

(19日)(金)午前の総会では議事内容⑪の技術研修関

係と⑫の国連援助関係について検討が行なわれ午後か

らは明日を最終目に迎えて報告書原案作成会議などと

りまとめ作業が開始された.この目は各国代表団の代

表か夜遅くまでかかって草稿を閲了しさらに事務局は

総員徹夜で資料の作製印刷を急きょうやく翌20目の閉

会総会で行なわれた報告書採択に間に合わせてv'る.

(20目)(土)忙しくもありとまどいもしまた緊張

の連続で終始した第3回ECAFE石油資源開発シンポ

ジウムも20目9時半から開催された総会において準

備された報告書は全部採択となり続いて各国の挨拶

次回第4回はオｰストラリアで開催することの方針決定

そして最後に土田議長による閉会の宣言があり11日間

にわたって行なわれた会議は無事多大の成果を収め

て終了したのである.

W採択さ机た報告審のあらまし

報告書はいずれその中に公表されるものと思われるの

でここにはそのあらましを紹介する.報告書内容は

11項目タイプ用紙で本文69買付録54頁からなり会

議の内容カミ要領よく収録されている.

(3)r第2回大会以降本大会までの間における各国

石油･天然ガス資源開発情況｣が各国ごとに要約

説明されている.オｰストラリアビルマイン

ドおよびイランにおける新しい油田･ガス国の発見

カミ注目されており日本についてはエネルギｰ消

費量の急速な増加に伴って精油部門の拡充と海外

活動の強化海底油田の開発と天然ガス利用面の拡

大が著しいと述べられている.

(4)｢石油地質｣については各国ごとに主要油

田地帯に関する新しい地質資料について説明がなさ

れている.日本については地球化学的研究貯

溜層としての火山岩類水溶性天然ガスなどの地質

問題が述べられている.なおこの項に関連して別

に討論されたrEC蛆E地域内の地層対比問題｣

については別紙で報告されておりこれには日本と

パキスタンカ沖心になってそれぞれ太平洋側とイ

ンド洋側の対比問題を凄とめ今後の検討方針をか

ためて行くよう要望されている,

(5)｢探査技術｣については航空写真地質海上

物探地球化学微古生物花粉の活用扱といろ

いろ泣探査関係の技術が説明されている.

(6)｢開発･生産および理採｣については掘さく

･油層工学･生産技術･理採決拒とに分けたかたち

で各国提出資料が説明されており日本については

日本近海海底油田開発に際しての海深と気象の影響

Waterdrive型油層の取り扱い油層･ガス層の

Poten映1の問題などが取り上げられている.

(7)｢貯蔵･輸送･利用｣については製油天然

ガスの液化貯蔵･輸送･利用･保安およびこれら

に関する技術的な問題がとりあげられ日本につい

ては需要増に伴う関連間題が話題と庇った.

(1)｢緒論｣においては会議を東京で開催するに

いたった経過から会議の準備今回の会議の構成メ

ンバｰ国会議の内容目次にふれ今回の会議にお

ける報告書は1965年11月20目正しく採択されたもの

であることか述べられている.

(2)｢第2回大会において提案された諸事項｣が

今回の大会経過を理解するための資料として説明さ

れている.

(8)｢経済性関連問題｣については世界の石油お

よび天然ガスの需給関係からECAFE地域におけ

る需要量の増加傾向は西欧のそれの2倍の速度で

進んでいるということたどを述べそれらの数量的

資料をあげている.日本については海外産油活

動に対して注目が払われている.

(9)｢技術研修｣については!963年イランで行な

'われた石油研修とインドに設けられている訓練セ

ンタｰの活動など国連の技術研修に関する活動経�
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過の説明があり各国からの希望が述べられている.

⑩r国連の関連活動｣については国連として行

なった石油資源開発に関する技術援助同じく研修

技術交流を目的とする会議の開催調査研究計画の

策定各国政府からの問い合わせに対する助言など

について説明されている.

ω最後に本大会としては次の第4回ECAFE

石油資源開発シンポジウムは1969年オｰストラ

リアにおいて開催することを要望すると述べとく

に本文中にも述べたように次回の会議日数は今回

よりも多くするように希望されている.

V概要の報告をむすぷに当って

以上のように欠きた成果を収めて第3回ECAFE

石油資源開発シンポジウムは1段落を告げた.思えば

年度初あの準備のころからたいへんなことだろうと予

期して迎えた大会ではあったが今にしてやはりたい

へんであったという感じが深い.

最終目20目の閉会式後参加者総員の記念撮影が終っ

た後も会場を立ち去りがたい風情で三三伍伍庭内を

遣蓬している各国代表団員の肩さきにrホッ｣とした

様子のうかカミわれたのもやはり皆さんカミたv'へんであ

ったからであろう.この稿をむすぶに当たって改め

てこの大行事を大過なく終着まで運んだ関係者一同の

努力に対して深く感謝の意を表し今後の発展を祈っ

て筆をおく.(筆者は燃料部長)

地学

と

切手

北長門国定公園

堀内恵彦

本州の西端山口県の貝本海に面し旧幕時代に毛利

氏86万石の城下町として栄え幕末から明治維新にかけ

て多くの偉人の出た萩市を中心に東は江崎須佐湾がら

酉は大津郡油谷湾に至る約90kmにわたる海岸と沿

岸に点在する島々が公園指定地区で約80.3km2の範囲

です.この公園の中心はなんといっても｢海上アノレ

プス｣の別称をもつ青海島で公園地域の西に近く仙崎

港の正面にみられます.そのほか須佐湾･六ツ島等

の風景もぜひ一度は見ておきたいものです.交通の

便は表日本に比べるとまだ不便ですがバス･ジｰゼ

ルカｰの発達でおいおいに便利になっています.冬

季における日本海の荒波により形成された豪快雄大な景

観は全く他では望めないものです.

青海篤は面積約18km2周囲40km余の小島です

か前述の日本海の荒波に浸された北部を中心に東西を

含む三方面は10q血におよぶ断崖絶壁に洞門･石柱

･岩礁が点在し壮大な海食の景観を呈しています.

この海岸は石英斑岩･砂岩･輝緑凝灰岩などの岩石

で構成されているためその砦質により海食の度が異存る

のでこの奇勝となったものです.この地の探勝は四

季を通じて可能ですカミとくに冬季にこの岩壁に押し

寄せる荒波が作り出す在欄怒濤の壮観は全く他に比

べるものがありません.

青海島東南部の通(かよい)部落にはくじらの墓があ

ります.これは元禄五年(1692年)の建立で高さ約

2･4m正面に南無阿弥陀仏と彫ってありまたこの

所属する向岸寺にはくじらの位牌と過去帳が保存され

ております.これらは子鯨を思う親鯨の心情をあわ

れんで漁人が捕えた目を命日とし戒名をつけて菩提

をとむらったもので仏教信仰に篤い漁人の美風とい

えましょう.通部落の酉大目比の西本家の邸内には

なつみかんの原樹があります.これは今から約200

年前の安永年問に漂着した夏みかんの果実を拾い種

子をまいたものが育ったのだといわれ現在耕地方名産

の夏みかんはこの地から種子をわけたといわれ史蹟

天然記念物に指定されています.

竜宮の潮吹穴…公園区域の西端大津郡油谷町津黄

にあり玄武岩にできた竜宮窟とよばれる洞窟があって

この洞窟の上の岩盤に細い割れ目溢あり波が打ち寄

せて海水が洞内に突入すると洞内の空気が圧縮され

割れ目から外に出ようとじ奇声をあげ数十メｰトノレの

高さまで海水を吹き上げ波の高いときは200mもの

高さにまで達するといわれます.この付近は魚が多く

しろうとでもタイ･チヌ･ホウボウ等を釣ることがで

きます.また公園区域にははv'りませんか近くに

長門湯本･俵山の両温泉(ともに単純泉)カ重あり俵山

温泉は国民温泉に指定されています.

切手の図案に採用されたのは青海島北岸のほぼ中央

部にある十六羅漢と呼ばれる岩礁風景でその岩礁･

石柱などが海岸から海中にかけて点在する様子から名

付けられたもので昭和37年2月15目の発行です.

(筆者は元所員現科学技術情載センタｰ)�


